日本４７０協会　理事会 議事録

2010年10月12日　18:30～21:00

岸記念体育会館　103会議室

出席者:
渡邉整市、倭千鶴子、松山和興、信時裕、戸張房子、中村健次、京黒太郎、

加藤理子、武田朋美、大森慶子（順不同　敬称略）

1. 計測体制について　担当：信時（浅原代理）

添付【計測委員会からのご連絡】【計測関連規則・手数料の掲示（案）】

・この間の国体で恒川理事、浅原理事、京黒理事と引き継ぎを行い、計測フローの確認を行った。

・また、理事会に先立って本日、ヤマハの東島様、前田様との打ち合わせを行った。

ヤマハ発動機株式会社・東島様が11月末で退職されるに伴って後任の前田様との引き継ぎ、及び、計測業務についての改善ポイントを協議。

・オクムラボートが学連艇を納品する際にMF・計測登録証明書が付いておらず、後で送られるということが発生している。

・ヤマハ／オクムラ／470協会の間で計測資料が行き来する過程の一部を郵送からメールに切り替えることと、オクムラの事務処理のスピードを改善していただくことで解決する予定。

・計測に関する規則を、選手がわかりやすい様にHPに掲示したい。（現在掲示済み）

・ISAFプラーク再発行料金に関しては戸張理事に確認してもらう。

戸張理事より「時価（およそ１５ポンド）と表示するのはどうか？

・磨くと消えてしまうのでその部分は磨かない様に指導する必要有り。」との提案有り。

・MF・計測登録証明書の管理には手間とお金がかかるので、電子ファイル化してすぐ検索出来るようなシステムにしてゆきたい。

補足）今まで470協会では計測証明書、ＭＦ（メジャーメントフォーム）と表記しているが、ヤマハ側とは異なるのと選手が混乱しているので用語を統一することとなった。

・A5版の「計測証明書」は「計測登録証明書」とする。

・ＭＦは、P1-2がMC（Measurement Certificate：計測証明書）、P3以降がMF（Measurement Form）なので、正式にはMC/MF。MC/MFで統一する。

2. MYナンバーについて　担当：信時（浅原代理）

添付【MYナンバー（個人セール番号）の進捗について】

■報告依頼状況

①個人会員　2010.04.01以降のHPでの個人会員登録時に保有艇の記入欄を増設｡ (協力：加藤理事)

②学連
2010.04.04の学連総会にて報告依頼｡(紙ﾍﾞｰｽの書式で11末に一括提出)



2010.09.02関東470協会HP上でのWEB報告に切り替え(協力：京黒理事)

③医学部
東医体･西医体加盟校へ未依頼(理事会後、京黒理事から依頼済み)

④実業団
2010.08.28実業団会場(光)にて報告依頼書面を配布(協力：京黒理事)

⑤県連
2010.09.26国体会場(稲毛)にて報告依頼書面を配布(協力：理事長､川上･京黒理事)

■報告受付状況



①個人会員
現在130艇ほど登録済み（医学部・実業団含む）

②学連

6校

③医学部

浅原宛直接報告5校

④実業団

浅原宛直接報告0社

⑤国体

浅原宛直接報告1県

・当初の予定スケジュールから遅れて進行。

・特に学連からの報告が少ないので、会長からもう一度学連総会で通知してもらう。学生はなかなか動かないので、何回もプッシュする必要あり。

・県連は各地域のネットワークを持っている人に頼んだ方が早いので、県連の水域担当に頼んだらどうか？→戸張理事が、誰が良いか検討する事になった。

・制度開始までのスケジュール（案）では2011/01〜MYナンバー開始となっているが、みなし廃艇への猶予期間が必要なのでこれは難しいと思われる。実際は2011/09〜ぐらいか。

・報告がなかった艇を廃艇として、その番号で４７０協会が収益を上げることは、法律的にはどうなのか？

→クラスルールで規約が定められている事なので、しっかり告知の必要有り。







※A.10.3
ISAF RRS 付則G.1.1Cに従って､MNAまたはNCAは個人ｾｰﾙ番号(ｵｰﾅｰが470を帆走している間､正式に所持しているすべての艇に対しｵｰﾅｰに与えられている番号)を交付することができ､この番号に対して機関は手数料を上げることができる｡　(以下省略)








※A.11.1
ｵｰﾅｰ名義の有効な計測証明書がある場合を除き､艇はｸﾗｽのﾚｰｽに参加してはならない｡ｵｰﾅｰが国内470級協会の現会員､または国内470級協会がない場合には､国際470級協会の会員である場合のみ､計測証明書は有効である｡

・ｾｰﾙ番号使用権の消滅事項（同意の文章を規約に掲載予定）


艇の所有者または使用者が日本470協会の会員資格未充足の場合や､艇保有報告が行われなかった艇は､自動的に｢見做し廃艇｣となる。｢見做し廃艇｣となった艇の

・計測証明書は無効となる。

・ｾｰﾙ番号の使用権は催告なしに自動的に日本470協会に帰属する｡

・未充足期間相当の会費及び諸手数料を納付することにより再登録することが出来る｡

3. 470協会規約改定案　担当：戸張

添付【日本470協会　規約（案）】

・ポイントは、理事会の暴走を防ぐための評議員会の設置。

・ただし、470協会の活動を良く知らない人を評議委員として設定しても実質機能しないので、水域理事が評議委員を兼任できることとして解決したい。

・評議員会の主な機能としては、新理事の承認、理事会の議決に異議がある場合の差し戻し。

・細則には今まで明確でなかった水域を構成する都道府県を定義、マイナンバー運用のための規定を入れる。

・規約をHPに載せるべきなので、この理事後に最終案を作成し、全日本で評議委員会にはかり、理事会で発行したい。

第2章 第10条(2)「最長で３期、６年までとする」は、削除。

第3章 第14条「理事会は理事現在数の半数以上が出席…」とし、「（３分の２？）」は削除。

第4章 第15条　評議員の数は、各水域それぞれ１名とする。

　評議員に関しては、規約も変わる良い機会なので、各水域のチャネルを構築

　し直す必要有り。

　HPに学連NO.が載っていない学校もある。

　→活動している学校を再度確認する必要有り。

細則１　「新潟県」は東北に分類。

　　　　　四国の「山口県」は削除＆「高知県」を追加。

細則２　「団体会員であった…登録をすることができる。」を削除。

　　　　「470学連艇は…購入することができない。」の１文は、

　　　　　会費の細則として載せるのはおかしいので、然るべきところに記載する。
細則３　「（２）マイナンバー制度:」「マイナンバー登録料は…円とする。」

を削除。貸与の１文は、前項に追加する。

計測に関する細則は、計測委員会が運用しやすいように記載しない。

4. 全日本470の準備状況　担当：信時（川上代理）

途中経過報告なので省略

5. 全日本470の交通費・宿泊費の補助について　担当：武田・大森

　　　添付【2010年全日本470理事会交通費・宿泊費試算について】

・原案は交通費の片道分くらいを支援出来る様に試算。

・プロテストの人数は２→３、泊数は４→６に訂正。
・会長と中村理事より「年に１回の事でもあるし、普段ボランティアで活動してくれている理事の全日本参加には全額支援するべきなのでは？」という提案有り。

・その方向で、武田理事が再試算することに。
6.　 その他
※国際レース関連報告（中村理事）

１）オリンビックウィークと和歌山インターナショナルレガッタに、フランスチーム（ISAFトップ５）が参加予定。

２）アジア大会　女子470は現在のところエントリーが３カ国のみなので、レースが行われない可能性がある。

３）2011NT選考レース（1/4〜10）　予想される参加チームは男10以上、女4〜5。

・エントリー数と運営のバランスから男女一緒にレースを行うことについて意見を聴取。

現在男女の実力が拮抗している事、昔のように男女でチームレースはしないであろう事などについて意見が出た。

→オリ特及び中村理事に一任。

４）ロンドンオリンピック選考（2011/12）  ISAFワールドに男5、女4チーム派遣予定。その前に2艇の入れ替えを行うとすると、9月中にレースを行う予定あり。

和歌山インターナショナルレガッタを9月に開催してもらえないか打診中。

※インターナショナル会議の議事録について（京黒理事）

年内にはルール改正が行われる可能性がある。国内の体制をとりたいのと、選手が海外に出た時に戸惑わないよう、8月に行われたインターナショナル会議の議事録が見たい。

以上で理事会を閉会した。

